	単 位 操 作 －４２３
	配管のサービスイン（可燃性流体）
	作         成
	

	
	
	
	

	
   
	ポ イ ン ト

	
	(3) スチームトレース設備のあるものはスチームトレースを活かす。

(4) 系内に水が入っても問題のない配管は、スチームパージをしても良い。

(4)(8) 熱油配管は充分に水分のドレンアウトをすること。

(5) 酸素許容濃度

   水素、アセチレン、エチレン

                  ２％≧

   その他の可燃ガス

                  ８％≧

 （ただし圧縮する場合

                  ４％≧）

(8) 有毒ガスが大気に出ないように操作すること。

(8) 下流側に窒素及び水が流れても影響がない場合には省略できる。

(8) ガス流体の場合は、ガス置換されたことを確認する。

	
	


開始





仕切板の入替、撤去が終了していることを確認する





ドレン、ベントバルブが閉じていることを確認する





計器類、安全弁が活きていることを確認する





サービスインする配管の窒素パージを行う





サービスインする配管の仕切バルブ①を少し開ける





終了





①











仕切バルブ①を全開





圧力が正常であること及び洩れがないことを確認する





ドレンアウト、ベントアウトを行う





流体が流れることを確認する
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ＰＧ





酸素濃度は


許容濃度以下か





はい





いいえ








